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員
・
県
会
議
員

を
支
援
す
る
こ

と
で
、
政
策
立

案
、
行
政
施
策

等
に
我
々
の
意

見
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
県
民
に

対
し
て
医
療
提
供
体
制
や
社
会
保
障

の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
４
年
７
月
10
日
に
第

26
回
参
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
比
例
代
表
で
は
、
日
本
医
師

連
盟
の
組
織
内
候
補
で
自
民
党
現
職

の
自
見
は
な
こ
氏
が
２
１
３
，
３
６

９
票
を
獲
得
し
、
再
選
を
果
た
し
ま

し
た
。
こ
の
得
票
数
は
、
前
回
６
年

前
の
得
票
数
を
２
，
８
０
７
票
上
回

る
だ
け
で
な
く
、
自
民
党
内
の
厚
生

労
働
関
係
当
選
者
の
中
で
ト
ッ
プ
で

あ
り
、
全
体
で
も
党
内
８
位
と
な
り

ま
し
た
。
得
票
数
は
組
織
の
発
言
力

　

兵
庫
県
医
師
連
盟
委
員
長
に
就
任

し
ま
し
た
八
田
昌
樹
で
す
。
兵
庫
県

医
師
連
盟
委
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃

か
ら
医
師
連
盟
の
活
動
に
ご
協
力
頂

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
医
師
会
と
医
師
連
盟
は
コ
イ

ン
の
表
裏
の
よ
う
に
表
裏
一
体
の
組

織
で
す
。
医
師
会
は
一
般
社
団
法
人

で
あ
る
た
め
に
政
治
活
動
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
医
師
会
員

が
医
療
政
策
や
行
政
へ
の
要
望
を
述

べ
る
権
利
を
守
る
た
め
に
医
師
連
盟

が
設
立
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

兵
庫
県
医
師
連
盟
は
、
医
師
の
医

業
経
営
の
安
定
と
県
民
の
保
健
・
医

療
・
福
祉
に
係
る
施
策
の
発
展
向
上

に
資
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
、
世
界

に
冠
た
る
国
民
皆
保
険
と
い
う
医
療

保
険
制
度
を
堅
持
す
る
た
め
に
、
国

政
・
県
政
に
直
接
的
な
働
き
か
け
を

行
う
政
治
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
等
の
社
会
保
障
施
策
に
対
し
て

提
言
を
行
い
、
我
々
の
活
動
を
理
解

し
、
社
会
保
障
制
度
の
諸
問
題
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
国
会
議

兵庫県医師連盟役員紹介

（ 令和4年6月19日～令和6年6月 ）連盟定時委員総会終了日

委　員　長
八　田　昌　樹
副委員長（３名）
鈴　木　克　司
橋　本　　　寛
岡　林　孝　直

常任執行委員（９名）
西　口　　　郁
杉　原　加壽子
三　浦　一　樹
坂　本　泰　三
大　門　美智子
山　根　光　量
藤　田　宏　史
瓦　井　博　子
片　山　　　啓
執行委員（17名）
平　林　弘　久
中　本　博　士
野々垣　真佐史
尾　﨑　公　彦
中　川　　　勝
北　垣　幸　央
相　馬　葉　子
林　　　伸　樹
福　田　能　啓
大　江　与喜子
東　　　靖　人
杉　本　貴　樹
久　保　清　景
清　成　則　久
田　中　庸　生
寺　下　一　弥
鈴　木　光太郎
会計責任者

山　根　光　量
会計責任者職務代行者
三　浦　一　樹

会計監督者（３名）
井　上　喜　通
横　山　英　世
近　藤　誠　宏
委　　　員

県医代議員・郡市区医師会長

に
直
結
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
２
０

２
４
年
度
に
控
え
た
ト
リ
プ
ル
改
定

（
診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
）
な
ど
医
療
分

野
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
中
で
存

在
感
を
示
す
こ
と
が
で
き
て
、
日
本

医
師
連
盟
と
し
て
も
心
強
い
限
り
で

す
。
今
回
の
参
議
院
選
挙
に
当
た
っ

て
は
、
日
本
医
師
連
盟
の
下
に
各
都

道
府
県
医
師
連
盟
及
び
各
郡
市
医
師

連
盟
が
全
力
で
選
挙
活
動
を
展
開
し

ま
し
た
。
兵
庫
県
医
師
連
盟
も
サ

ポ
ー
タ
ー
名
簿
、
葉
書
、
ポ
ス
タ
ー

等
、
郡
市
医
師
連
盟
の
協
力
を
得
て

選
挙
活
動
を
展
開
し
、得
票
数
は
６
，

３
０
２
票
で
前
回
よ
り
も
１
，
４
７

７
票
上
回
り
、Ａ
１
会
員
１
人
当
た

り
の
得
票
数
も
１
・
39
票
と
増
加
し

ま
し
た
。
ま
た
、
兵
庫
選
挙
区
で
は

兵
庫
県
医
師
連
盟
推
薦
の
末
松
信
介

氏
が
約
56
万
票
を
獲
得
し
て
４
回
目

の
当
選
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
お
忙

し
い
中
、
各
地
区
で
選
挙
カ
ー
と
共

に
応
援
演
説
を
し
て
い
た
だ
い
た
医

師
連
盟
委
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
郡
市
医
師
連
盟

委
員
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し

兵庫県医師連盟
委員長　八田　昌樹

自見はなこ応援演説（大丸前）

上
げ
ま
す
。

　

兵
庫
県
医
師
連
盟
の
活
動
は
、
連

盟
委
員
の
医
師
が
安
心
し
て
誇
り
を

も
っ
て
診
療
で
き
る
環
境
を
保
持
す

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
県
民
に
安

心
安
全
な
医
療
・
介
護
を
提
供
す
る

こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
兵
庫

県
医
師
連
盟
は
、
国
民
皆
保
険
制
度

を
堅
持
し
、
将
来
を
見
据
え
た
社
会

保
障
制
度
の
確
立
を
目
指
し
て
、
今

後
も
連
盟
活
動
を
展
開
し
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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（
１
）４
月
17
日（
日
）に
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
神
戸
で
開
催
し
、「
令
和
４
年

度
事
業
計
画
」、「
令
和
４
年
度
予

算
」、
及
び
「
令
和
４
年
度
会
費
賦

課
徴
収
」
の
３
議
案
に
つ
い
て
、
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
令
和
４
年
度
事
業
計
画
）

　

医
師
の
政
治
力
強
化
を
図
り
、

も
っ
て
「
国
民
皆
保
険
制
度
の
堅

持
」、「
地
域
保
健
医
療
活
動
の
強

化
」、「
平
等
で
安
全
な
医
療
提
供
体

制
の
確
保
」
並
び
に
「
医
業
経
営
基

盤
の
確
立
」
等
各
種
施
策
の
実
現
の

た
め
政
治
活
動
を
展
開
す
る
。

一
．
政
治
活
動

①
県
下
首
長
・
議
員
に
対
し
て
の
ロ

　

ビ
ー
活
動
展
開
。

１）

県
選
出
国
会
議
員
は
マ
ン

　
　
　

ツ
ー
マ
ン
方
式
に
よ
る
。

　２）

郡
市
区
医
師
連
盟
に
お
け
る

　
　
　

地
方
自
治
体
首
長
、
選
挙
区

　
　
　

県
議
会
議
員
、
市
町
議
会
議

　
　
　

員
へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
に
対
す

　
　
　

る
支
援
。

②
兵
庫
県
議
会
議
員
と
の
医
療
政
策

　

に
関
す
る
意
見
交
換
会
の
開
催
。

（
医
療
政
策
勉
強
会
等
の
開
催
）

③
兵
庫
県
議
会
主
会
派
に
対
す
る
医

　

療
政
策
実
現
化
に
向
け
て
の
県
予

　

算
化
要
望
。

④
兵
庫
県
議
会
自
由
民
主
党
保
健
医

　

療
推
進
議
員
連
盟
と
の
連
携
強

　

化
。

⑤
選
挙
活
動
の
展
開

第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
け

る
日
医
連
推
薦
候
補
者(

自
見
は
な

こ
氏
）
の
選
挙
支
援
活
動
を
強
力
に

展
開
す
る
。

二
．
広
報
活
動

　

県
民
並
び
に
関
係
団
体
に
対
し

て
、
強
く
医
師
連
盟
の
理
念
と
医
療

政
策
を
訴
え
、
理
解
を
得
る
よ
う
努

め
、
広
く
県
民
等
を
巻
き
込
ん
だ
世

論
の
形
成
を
目
指
す
。

①
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
県
民
並
び
に
関
係

　

団
体
等
参
加
の
集
会
開
催
。

②
医
師
連
盟
ニ
ュ
ー
ス
の
企
画
・
編

　

集
、
定
期
発
行
並
び
に
関
係
団
体

　

へ
の
配
布
。

③
医
師
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紙
面

　

の
充
実
。

三
．
対
内
活
動

　

医
師
連
盟
会
員
へ
の
医
療
政
策
の

啓
発
と
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
為
の
政

治
活
動
へ
の
参
画
意
識
の
昂
揚
を
図

る
。

①
医
師
連
盟
若
手
会
員
の
育
成
。

②
医
療
政
策
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る

　

方
策
の
検
討
。

四
．
各
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

　

関
係
団
体
と
の
強
固
な
連
携
の
も

と
、
医
療
施
策
の
実
現
化
の
為
の
政

治
活
動
を
展
開
す
る
。

①
日
本
医
師
連
盟
と
の
連
携

②
近
畿
各
府
県
医
師
連
盟
（
医
師
政

　

治
連
盟
）
と
の
連
携

③
兵
庫
県
歯
科
医
師
連
盟
、
兵
庫
県

　

薬
剤
師
連
盟
と
の
連
携

④
そ
の
他
の
関
係
団
体
と
の
連
携

（
２
）
６
月
19
日
（
日
）
に
兵
庫
県

医
師
会
館
で
開
催
し
、
令
和
３
年
度

事
業
報
告
を
報
告
、
了
承
さ
れ
、
次

い
で「
令
和
３
年
度
収
支
決
算
」、「
本

連
盟
顧
問
・
参
与
委
嘱
」
に
つ
い
て
、

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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2,039
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2,906
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青 森 県
岩 手 県
宮 城 県
秋 田 県
山 形 県
福 島 県
茨 城 県
栃 木 県
群 馬 県
埼 玉 県
千 葉 県
東 京 都
神 奈 川 県
新 潟 県
富 山 県
石 川 県
福 井 県
山 梨 県
長 野 県
岐 阜 県
静 岡 県
愛 知 県
三 重 県
滋 賀 県
京 都 府
大 阪 府
兵 庫 県
奈 良 県
和 歌 山 県
鳥 取 県
島 根 県
岡 山 県
広 島 県
山 口 県
徳 島 県
香 川 県
愛 媛 県
高 知 県
福 岡 県
佐 賀 県
長 崎 県
熊 本 県
大 分 県
宮 崎 県
鹿 児 島 県
沖 縄 県

総 　 計

1.41
2.96
1.39
0.94
0.75
1.27
0.55
1.33
1.26
1.47
0.77
1.02
1.20
1.46
1.92
3.11
1.61
0.80
1.48
1.14
1.27
1.19
1.11
1.62
0.70
2.06
1.47
1.27
1.71
1.21
1.95
0.92
0.69
1.08
1.29
1.16
0.81
0.97
1.10
0.65
1.00

1.39

1,392
196
156
227
106
153
97
128
160
169
448
170
130
187
463
106
231
59
65
28
41
210
63
368
27
62
17
37
7
14
22
25
16
63
14
79
26
39
40
37
33

4,519

1,957
580
217
214
80
194
53
170
201
248
347
174
156
273
889
330
371
47
96
32
52
249
70
596
19
128
25
47
12
17
43
23
11
68
18
92
21
38
44
24
33

6,302

神 戸 市
東 灘 区
灘 　 区
中 央 区
兵 庫 区
北 　 区
長 田 区
須 磨 区
垂 水 区
西 　 区

尼 崎 市
伊 丹 市
川 西 市
宝 塚 市
西 宮 市
芦 屋 市
明 石 市
三 木 市
小野市・加東市
加 西 市
西脇市多可郡
加 古 川
高 砂 市
姫 路 市
神 崎 郡
たつの市・揖保郡
相 生 市
赤 穂 市
赤 穂 郡
佐 用 郡
宍 粟 市
朝 来 市
養 父 市
豊 岡 市
美 方 郡
三 田 市
篠 山 市
丹 波 市
洲 本 市
淡 路 市
南 あ わ じ 市

合 計

「自見はなこ」
得　票　数 A①会員 会員１人

当たり得票数（都道府県別） 「自見はなこ」
得　票　数（県下郡市区別） A①会員 会員１人

当たり得票数

神 戸 市
東 灘 区
灘 区
中 央 区
兵 庫 区
北 区
長 田 区
須 磨 区
垂 水 区
西 区
尼 崎 市
西 宮 市
芦 屋 市
伊 丹 市
宝 塚 市
川 西 市
三 田 市
猪 名 川 町
明 石 市
加 古 川 市
高 砂 市
稲 美 町
播 磨 町
西 脇 市
三 木 市
小 野 市
加 西 市
加 東 市
多 可 町
姫 路 市
相 生 市
た つ の 市
赤 穂 市
宍 粟 市
神 河 町
市 川 町
福 崎 町
太 子 町
上 郡 町
佐 用 町
豊 岡 市
養 父 市
朝 来 市
香 美 町
新 温 泉 町
丹波篠山市
丹 波 市
洲 本 市
南あわじ市
淡 路 市
合 計

1 7 9 , 8 9 2
3 0 , 0 2 1
1 7 , 4 3 5
1 6 , 4 2 5
1 0 , 7 5 9  
2 3 , 8 9 9
9 , 0 2 3
1 9 , 9 3 1  
2 4 , 2 8 5  
2 8 , 1 1 4  

1 5 4 , 6 7 4
2 2 , 5 1 8
1 3 , 8 8 8
1 2 , 4 7 8
8 , 7 5 7
2 0 , 2 4 0
6 , 8 3 3
1 6 , 9 5 1
2 6 , 0 2 5
2 6 , 9 8 4

1 1 5 , 2 6 2
1 2 , 8 1 1
8 , 6 1 0
8 , 2 8 5
1 0 , 4 4 7
2 0 , 3 8 9
9 , 5 9 9
1 2 , 5 9 9
1 6 , 1 6 2
1 6 , 3 6 0

5 1 , 9 5 1
6 7 , 1 1 6
1 5 , 1 0 3
2 2 , 0 9 4
3 3 , 6 3 6
2 3 , 0 0 3
1 6 , 6 2 6
4 , 9 3 2

2 9 , 0 6 7
4 7 , 9 5 5
1 1 , 6 6 3
1 8 , 6 7 3
2 2 , 8 9 7
1 5 , 7 0 0
1 2 , 0 4 4
3 , 0 8 1

5 1 , 9 9 6
3 3 , 5 8 4
6 , 0 3 2
1 6 , 2 4 8
1 5 , 7 1 8
1 2 , 9 5 4
8 , 3 9 7
2 , 5 5 1

3 4 , 0 2 9
2 7 , 2 7 4
9 , 5 7 1
3 , 5 3 1
3 , 8 3 3
4 , 1 3 5
8 , 5 3 8
4 , 9 7 1
4 , 6 9 5
4 , 2 9 4
2 , 2 4 3

3 1 , 2 8 3
2 5 , 4 5 0
8 , 9 9 4
3 , 5 1 1
3 , 0 7 8
5 , 2 6 5
9 , 3 8 9
5 , 5 4 4
5 , 5 0 3
4 , 8 4 5
3 , 0 7 1

2 4 , 0 7 0
2 2 , 2 7 4
8 , 7 0 0
2 , 6 1 2
2 , 6 7 0
3 , 5 2 2
6 , 4 4 7
4 , 4 7 9
3 , 4 8 2
3 , 0 5 5
1 , 6 5 4

5 5 , 7 2 3
3 , 2 9 8
7 , 4 5 5
5 , 1 0 3
4 , 2 0 6
1 , 4 9 0
1 , 6 8 3
2 , 1 6 1
3 , 9 5 0
2 , 1 8 1
1 , 8 9 7

5 0 , 2 5 5
3 , 6 6 9
9 , 6 6 8
5 , 2 6 6
4 , 1 6 8
2 , 1 7 4
1 , 3 7 8
2 , 3 1 1
3 , 7 0 3
2 , 3 7 3
2 , 2 6 4

4 3 , 8 7 3
2 , 6 3 3
6 , 3 4 0
3 , 9 6 9
4 , 3 6 8
1 , 0 8 3
1 , 6 5 1
1 , 5 6 0
2 , 7 3 5
1 , 7 1 9
1 , 8 0 8

8 , 4 8 3
2 , 4 6 2
3 , 3 2 0
1 , 5 0 5
1 , 3 2 1

1 1 , 6 4 2
3 , 7 2 6
4 , 0 9 7
3 , 3 2 1
2 , 6 1 0

6 , 7 8 5
2 , 1 8 2
2 , 8 1 2
1 , 5 9 9
1 , 6 0 4

4 , 9 0 2
7 , 2 6 3

4 , 6 4 0
7 , 1 7 4

3 , 6 8 4
5 , 6 9 1

4 , 0 4 4
4 , 1 7 6
4 , 2 9 4

4 , 9 3 8
6 , 0 0 8
5 , 7 8 1

4 , 2 2 3
4 , 9 1 4
4 , 0 2 2

6 5 2 , 3 8 4 5 6 2 , 8 5 3 4 5 4 , 9 6 2

日本維新の会
片山 大介

自由民主党
末松 信介

公明党
伊藤たかえ

自見はなこ氏の都道府県別得票数 自見はなこ氏の県下郡市区別得票数 兵庫選挙区当選者の市町別得票数

神　
　

戸

阪
神
三
田

東
北
播
磨

西　

播　

磨

但　
　

馬

丹
波

淡
路

兵
庫
県
医
師
連
盟
定
時
委
員
総
会
議
決
事
項

第26回
参議院議員選挙結果
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正
を
や
り
ま
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
を
対

象
に
し
、
３
月
13
日
に
法
案
成
立
す

る
わ
け
で
す
。
こ
れ
で
私
は
役
割
を

終
え
た
か
な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
引
き
続
き
そ
の
運
用
を
や
っ
て

ほ
し
い
と
、
つ
ま
り
緊
急
事
態
の
発

出
と
か
で
す
ね
。
や
が
て
は
新
型
コ

ロ
ナ
全
体
の
担
当
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

橋
本　

と
い
う
こ
と
は
、
最
初
は
そ

こ
ま
で
の
話
じ
ゃ
な
か
っ
た
。

西
村　

は
い
、
要
は
法
律
改
正
は
西

村
君
、適
任
だ
か
ら
や
っ
て
く
れ
と
。

そ
う
す
る
と
法
律
改
正
や
っ
た
も
の

で
す
か
ら
、
法
律
の
運
用
も
分
か
っ

て
い
る
、
要
は
誰
も
や
っ
た
こ
と
は

な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
も
そ
も
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
も
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
も
日
本
で
は
発
生

が
な
く
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
少
し
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ

の
わ
ず
か
な
経
験
を
踏
ま
え
て
こ
の

法
律
が
で
き
て
、
４
月
７
日
に
緊
急

事
態
宣
言
を
発
出
す
る
と
こ
ろ
も

や
っ
て
い
く
わ
け
で
、
結
局
全
体
を

見
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

橋
本　

西
村
代
議
士
が
感
染
症
と
経

済
。
最
初
か
ら
考
え
て
任
命
さ
れ
た

の
か
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う

で
も
な
い
。

西
村　

は
い
、
最
初
は
や
は
り
法
律

の
運
用
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
ね
。
た
だ
、
結
果
的

に
は
で
す
ね
。
世
界
で
は
感
染
症
対

策
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
経
済
の
両
方
見

て
い
る
大
臣
、
閣
僚
と
い
う
の
は
非

常
に
少
な
い
。
要
は
コ
ロ
ナ
で
影
響

を
受
け
た
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
医
療

機
関
、
医
療
へ
の
支
援
も
、
そ
の
現

場
の
状
況
も
分
か
っ
た
上
で
資
金
、

財
政
的
な
支
援
も
し
て
い
く
。
安
倍

総
理
も
後
で
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
両
方
見
て

く
れ
て
良
か
っ
た
な

と
い
う
こ
と
を
。

橋
本　

な
る
ほ
ど
ね
。

経
済
と
コ
ロ
ナ
の
実

際
の
対
策
と
、
別
々

に
や
る
よ
り
は
一
緒

に
や
っ
て
、
両
方
と

も
に
対
応
で
き
る
と
。

西
村　

え
え
、
結
果

と
し
て
は
大
変
で
し

た
。
両
方
か
ら
批
判

も
受
け
ま
し
た
が
良

か
っ
た
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

橋
本　

最
初
は
経
済
よ
り
は
、
感
染

症
対
策
が
ま
ず
最
初
に
き
ま
す
よ

ね
。
そ
う
す
る
と
西
村
大
臣
の
執
務

室
に
、
ま
ず
厚
労
省
の
担
当
者
が
毎

日
来
る
わ
け
で
す
か
。

西
村　

は
い
。
コ
ロ
ナ
対
策
室
、
そ

の
中
に
厚
労
省
で
結
核
感
染
症
課
長

と
か
や
っ
た
人
が
い
る
わ
け
で
す

ね
。
そ
う
い
う
人
を
捕
ま
え
て
は
ま

ず
、
ず
っ
と
１
時
間
、
２
時
間
と
毎

日
聞
く
と
。
そ
れ
か
ら
、尾
身
先
生
、

押
谷
先
生
と
い
う
専
門
家
の
皆
さ
ん

方
と
も
毎
日
１
時
間
、
２
時
間
。

橋
本　

毎
日
で
す
か
。

西
村　

毎
日
ず
っ
と
聞
い
て
、
私
な

り
に
コ
ロ
ナ
と
い
う
の
は
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
。
感
染
症
対
策
と
い
う

の
は
ど
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
く

の
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を
知
っ
た
わ

け
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
対
策
室
は
内
閣

官
房
に
置
か
れ
て
、
つ
ま
り
全
体
を

見
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
で
。

橋
本　

第
１
波
、
第
２
波
っ
て
い
う

の
は
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
と
き

で
、
我
々
に
し
て
も
ア
ル
コ
ー
ル
の

消
毒
液
は
無
い
わ
、マ
ス
ク
は
無
い
、

手
袋
も
無
い
、
そ
の
中
で
感
染
症
の

中
身
が
こ
れ
は
高
齢
者
が
か
な
り
き

つ
い
と
い
う
こ
と
、
意
外
と
若
い
人

が
か
か
っ
て
も
そ
ん
な
に
問
題
な
い

と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
て
き
て
、
そ

れ
で
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た
と
思
う
の

で
す
け
ど
も
、
そ
れ
か
ら
第
１
波
、

第
２
波
の
後
に
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル

が
あ
っ
て
、
か
な
り
批
判
さ
れ
ま
し

た
。
担
当
大
臣
と
し
て
は
、
あ
の
時

は
ざ
ま
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
か
。

西
村　

は
い
。
か
い
つ
ま
ん
で
ポ
イ

ン
ト
だ
け
お
話
し
す
る
と
第
１
波
は

緊
急
事
態
で
抑
え
た
。
第
２
波
は
大

都
市
の
繁
華
街
か
ら
広
が
っ
た
と
い

う
こ
と
で
。

橋
本　

ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
と
か
ね
。

西
村　

繁
華
街
対
策
で
、
繁
華
街
で

と
に
か
く
時
短
を
や
り
、
重
点
的
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
資
源
を
繁
華
街
に
投

入
し
て
抑
え
込
ん
で
い
っ
た
の
で
す

ね
。
釈
迦
に
説
法
で
す
け
ど
、
一
時

的
に
検
査
を
増
や
す
と
無
症
状
の
人

も
捕
ま
え
て
い
き
ま
す
か
ら
バ
ッ
と

増
え
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
入
院
な

り
自
宅
療
養
し
て
い
き
ま
す
か
ら
、

２
週
間
ぐ
ら
い
す
る
と
減
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
の

で
、
と
に
か
く
ま
ず
は
検
査
を
増
や

せ
と
。
特
に
五
大
繁
華
街
で
す
ね
。

新
宿
、
大
阪
ミ
ナ
ミ
、
そ
れ
か
ら
す

す
き
の
、
そ
れ
と
名
古
屋
の
栄
、
福

岡
中
洲
。
こ
の
五
大
繁
華
街
を
徹
底

的
に
検
査
を
や
り
ま
し
た
。
こ
れ
で

夏
は
抑
え
込
ん
で
い
っ
た
の
で
す

ね
。
そ
の
間
、
御
指
摘
の
よ
う
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
、

無
症
状
の
人
が
う
つ
す
と
い
う
の
も

こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
一
番
の
特
徴
で
す

し
、
さ
ら
に
５
人
の
う
ち
の
４
人
は

う
つ
さ
ず
に
、
１
人
だ
け
す
ご
く
う

つ
す
人
が
い
る
と
。

橋
本　

ス
ー
パ
ー
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー
。

西
村　

ス
プ
レ
ッ
ダ
ー
が
い
る
と
そ

の
人
も
発
症
の
２
日
前
に
す
ご
く
う

つ
す
と
。

橋
本　

そ
う
で
す
ね
。
発
症
の
前
か

ら
感
染
力
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

西
村　

と
い
う
非
常
に
難
し
い
ウ
イ

ル
ス
だ
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
て
き

た
。
で
、
御
指
摘
の
よ
う
に
、
若
い

人
は
比
較
的
軽
症
が
多
い
。
た
だ
、

高
齢
者
あ
る
い
は
基
礎
疾
患
あ
る

人
、
あ
る
い
は
肥
満
の
人
と
か
が
厳

し
い
と
か
、
ど
ん
ど
ん
知
見
は
蓄
積

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
あ
と
は
当
時
の

横
倉
日
医
会
長
と
は
頻
繁
に
意
見
交

換
を
し
て
今
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
医
療
用
の
マ
ス
ク
は
足
ら
な
い
、

消
毒
液
が
足
ら
な
い
、
ガ
ウ
ン
が
足

ら
な
い
と
。
工
業
用
の
マ
ス
ク
は
現

場
で
ほ
こ
り
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
Ｎ

９
５
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
が
あ
る
、
ガ

ウ
ン
も
工
場
で
備
蓄
が
あ
る
よ
と
い

う
話
を
聞
い
て
で
す
ね
。
経
団
連
な

ど
に
お
願
い
を
し
て
、
か
な
り
数
を

集
め
ま
し
た
。
経
団
連
も
す
ご
く
協

力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
随
時

経
産
省
、
厚
労
省
を
通
じ
て
必
要
と

す
る
病
院
に
送
り
ま
し
た
の
で
、
そ

う
い
う
意
味
で
実
は
感
染
症
対
策

等
、
経
済
部
局
を
両
方
見
て
い
る
と

い
う
の
は
い
い
面
も
あ
っ
た
わ
け
で

す
。

西
村　

夏
の
波
を
超
え
た
後
、Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
を
、
東
京
を
除
い
て

７
月
の
20
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

の
間
、
実
は
９
月
、
10
月
と
い
う
の

は
増
え
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。
こ
れ

が
専
門
家
も
よ
く
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
な
の
で
す
け
ど
。

橋
本　

グ
ー
ン
と
減
り
ま
し
た
ね
。

西
村　

減
っ
た
の
で
す
。
金
沢
と
か

に
は
す
ご
い
人
が
行
っ
て
い
た
し
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
優
勝
し
た
の
で
、

福
岡
に
も
す
ご
い
人
が
行
っ
て
い
た

の
で
す
け
ど
も
、
そ
れ
で
も
金
沢
も

福
岡
も
増
え
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。

10
月
の
下
旬
か
ら
北
海
道
で
増
え
出

し
ま
し
た
ね
。
こ
れ
は
早
く
寒
く
な

る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
う
の
で

す
ね
。
こ
の
頃
か
ら
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
に
対

し
て
批
判
が
出
始
め
て
、
11
月
に
は

大
阪
、
札
幌
を
除
外
し
、
こ
れ
は
経

済
界
、
観
光
業
界
か
ら
と
に
か
く
続

け
て
ほ
し
い
と
。
政
権
の
中
全
体
の

雰
囲
気
も
、
や
っ
ぱ
り
経
済
も
大
事

だ
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

実
は
私
は
割
と
早
い
段
階
で
Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
は
一
回
止
め
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。
止
め
て
も
で
す
ね

こ
れ
も
釈
迦
に
説
法
で
す
け
れ
ど

も
、
今
日
対
策
を
強
化
し
て
も
結
果

が
出
る
の
は
２
週
間
後
で
す
か
ら
、

11
月
の
末
頃
に
政
権
内
で
も
か
な
り

強
く
言
っ
た
の
は
、
今
や
っ
て
も
12

月
の
半
ば
で
す
よ
、
減
る
の
は
と
。

橋
本　

そ
う
で
す
ね
。

（
四
面
に
つ
づ
く
）

橋
本
常
任
執
行
委
員（
以
下　

橋
本
）

　

最
初
は
２
０
１
９
年
の
９
月
に
経

済
再
生
担
当
大
臣
に
任
命
さ
れ
て
、

そ
の
後
に
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
担
当
大
臣
と
い
う
話
は
安

倍
首
相
か
ら
直
接
で
す
か
？

西
村
衆
議
院
議
員
（
以
下　

西
村
）

　

そ
う
で
す
。
２
０
２
０
年
３
月
６

日
に
担
当
大
臣
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
２
日
前
の
４
日
に
電
話
を

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
担
当
大
臣
に
。
正
確
に
言
う

と
、
そ
の
時
点
で
は
例
の
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
、

対
象
に
新
型
コ
ロ
ナ
を
入
れ
る
法
律

改
正
を
担
当
し
て
ほ
し
い
と
。

橋
本　

法
律
改
正
の
担
当
で
す
か
。

西
村　

閣
内
で
私
が
適
任
と
い
う
こ

と
で
判
断
を
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
翌
週
に
衆
参
で
法
律
改 対　　　談

議　
　
　

員

衆
議
院
議
員

西
村　

康
稔

YASUTOSHI NISHIMURA HIROSHI  HASHIMOTO

兵
庫
県
医
師
連
盟
常
任
執
行
委
員

明
石
市
医
師
連
盟
委
員
長

橋
本　

寛

　　　　橋本寛常任執行委員　　　　　　　西村康稔衆議院議員

〈2022.4.10 明石市内にて対談〉

ス
ト
レ
ス
で
湿
疹
が
！



兵 庫 県 医 師 連 盟 ニ ュ ー ス2022（R4）. 9. 12 （ 4 ）

（
三
面
か
ら
）

西
村　

だ
か
ら
こ
れ
、
年
末
年
始
ま

た
医
療
が
厳
し
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
か
ら
、
早
く
止
め
な
い
と
12
月
の

半
ば
に
止
め
て
も
１
月
ま
で
増
え
続

け
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
を
、
か
な
り

私
も
政
府
内
で
は
強
く
主
張
し
た
の

で
す
け
ど
、
残
念
な
が
ら
政
権
内
、

や
っ
ぱ
り
経
済
と
の
両
立
が
大
事
だ

と
い
う
こ
と
、
こ
れ
は
去
年
、
２
０

２
０
年
の
４
月
７
日
か
ら
の
緊
急
事

態
で
経
済
が
３
割
、
30
％
ぐ
ら
い
落

ち
た
わ
け
で
す
ね
。
こ
の
と
き
の
経

験
で
あ
れ
だ
け
厳
し
い
こ
と
は
な
か

な
か
や
れ
な
い
と
い
う
雰
囲
気
が
あ

り
ま
し
た
。
年
末
か
ら
東
京
で
１
，

０
０
０
人
を
超
え
、
１
月
２
日
に
首

都
圏
小
池
知
事
初
め
４
人
の
知
事
が

私
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
緊
急
事
態
に

動
き
出
し
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。

橋
本　

東
京
と
地
方
と
全
然
状
況
が

違
う
と
思
う
の
で
す
け
ど
、
知
事
会

と
い
う
の
が
そ
れ
を
全
部
見
通
し
て

お
話
さ
れ
て
い
る
の
か
な
。

西
村　

そ
う
で
す
ね
。

知
事
会
は
緊
急
事
態

を
発
出
す
る
基
準
と

解
除
の
基
準
と
か
で

す
ね
。
も
ち
ろ
ん
地

方
と
東
京
、
大
都
市

も
差
が
あ
る
の
で
す

け
ど
も
、
一
応
の
基

準
は
ま
と
め
て
く
れ

ま
す
。
そ
れ
か
ら
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
に
な
っ

て
感
染
者
の
数
よ
り

も
医
療
の
状
況
を
よ

り
重
視
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
、
徐
々
に
基
準
も
変
わ
っ

て
い
っ
た
。
た
だ
、
最
終
判
断
は
知

事
の
権
限
で
時
短
を
や
る
と
か
で
き

る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
残
念
な
が

ら
こ
う
い
う
と
き
は
国
が
方
向
性
を

出
し
て
く
れ
な
い
と
、
我
々
決
め
ら

れ
な
い
と
。
だ
か
ら
、
例
の
協
力
金

の
金
額
も
で
す
ね
。
私
は
そ
の
範
囲

内
で
県
で
判
断
し
て
、
大
き
い
店
は

５
万
円
、
小
さ
い
店
は
２
万
円
で
い

い
じ
ゃ
な
い
か
。
地
方
の
判
断
で
地

域
に
よ
っ
て
家
賃
も
違
う
わ
け
だ
か

ら
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
た
の
で

す
け
ど
も
、
ど
の
県
も
や
っ
て
く
れ

な
か
っ
た
で
す
。
し
ょ
う
が
な
い
の

で
国
が
基
準
を
決
め
て
３
万
円
か
ら

最
大
20
万
円
ま
で
支
援
す
る
と
い
う

こ
と
に
し
た
の
で
す
。

橋
本　

ア
メ
リ
カ
な
ん
か
州
に
よ
っ

て
対
応
が
違
う
と
い
う
こ
と
は
、
分

権
し
て
い
る
か
ら
で
、
や
っ
ぱ
り
日

本
は
地
方
分
権
に
な
っ
て
い
な
い
。

西
村　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。
地

方
の
権
限
を
ど
ん
ど
ん
変
え
て
く
れ

と
言
い
な
が
ら
も
、
こ
う
い
う
話
に

な
る
と
国
が
基
準
を
決
め
て
く
れ
と

い
う
。

橋
本　

で
、
そ
れ
か
ら
我
々
と
し
て

は
第
４
波
が
か
な
り
き
つ
か
っ
た
の

で
す
ね
。
病
床
の
逼
迫
。

西
村　

関
西
が
き
つ
か
っ
た
で
す

ね
。

橋
本　

あ
の
時
に
自
宅
療
養
の
、
よ

く
聞
い
た
ら
保
健
所
か
ら
の
連
絡
が

全
部
滞
っ
ち
ゃ
っ
て
、
間
に
合
わ
な

く
て
悪
化
し
て
亡
く
な
っ
て
い
る

と
。
気
の
毒
な
例
が
あ
っ
た
の
で
す

け
ど
も
、
患
者
さ
ん
を
検
査
し
て
、

陽
性
で
届
け
た
あ
と
全
部
保
健
所
任

せ
な
の
で
す
よ
ね
。
全
て
保
健
所
が

入
院
し
な
さ
い
、
宿
泊
療
養
し
な
さ

い
。
で
も
そ
こ
へ
行
く
ま
で
に
２
日

と
か
３
日
か
か
る
わ
け
な
ん
で
す
。

西
村　

そ
う
で
す
ね
。
お
っ
し
ゃ
る

と
お
り
で
す
ね
。

橋
本　

そ
れ
だ
っ
た
ら
臨
床
医
が
診

て
、こ
れ
は
も
う
す
ぐ
入
院
せ
い
と
。

や
ら
せ
て
く
れ
た
ほ
う
が
良
か
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

西
村　

そ
う
で
す
ね
。
そ
う
し
た
経

験
を
踏
ま
え
て
今
回
の
オ
ミ
ク
ロ
ン

は
特
に
無
症
状
と
か
軽
症
の
人
が
多

い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
例
の
み

な
し
陽
性
も
含
め
て
医
師
の
と
こ
ろ

で
判
断
し
て
も
ら
う
と
い
う
ふ
う

に
、
こ
れ
第
１
波
か
ら
そ
う
で
す
け

れ
ど
も
、
と
に
か
く
保
健
所
の
負
担

を
ど
う
軽
減
す
る
か
、
そ
も
そ
も
人

数
も
少
な
い
し
、
さ
ら
に
手
書
き
で

や
っ
て
い
て
と
い
う
と
こ
ろ
も
含
め

て
、
電
子
化
は
し
た
い
け
ど
も
打
ち

込
む
の
に
ま
た
手
間
が
か
か
る
と
。

橋
本　

今
、
明
石
は
僕
ら
が
Ｈ
Ｅ
Ｒ

‐

Ｓ
Ｙ
Ｓ
入
力
し
て
い
ま
す
。

西
村　

そ
れ
も
す
ご
い
手
間
に
な
り

ま
す
よ
ね
。

橋
本　

す
ご
い
手
間
。

西
村　

こ
れ
特
に
東
京
都
の
例
な
の

で
す
け
れ
ど
も
、
東
京
都
は
保
健
所

と
の
連
携
が
非
常
に
悪
か
っ
た
の
で

す
ね
。
我
々
も
東
京
都
の
保
健
所
長

さ
ん
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
、
特
に

感
染
の
多
か
っ
た
新
宿
と
か
渋
谷
と

か
港
区
と
か
で
、
尾
身
先
生
と
私
と

ス
タ
ッ
フ
入
れ
て
厚
労
省
の
医
系
技

官
も
来
て
一
緒
に
議
論
を
す
る
の
で

す
け
ど
も
、
残
念
な
が
ら
東
京
都
は

知
事
が
出
て
こ
な
い
の
で
す
ね
。
そ

う
い
う
と
き
に
。

橋
本　

そ
う
な
の
で
す
か
。

西
村　

え
え
。
こ
う
い
う
場
面
も
何

度
か
あ
り
ま
し
て
で
す
ね
。

橋
本　

何
か
調
子
悪
か
っ
た
と
き
で

す
か
。

西
村　

え
え
。
ま
あ
そ
こ
は
い
ろ
い

ろ
理
由
は
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、

保
健
所
設
置
を
し
て
い
る
市
と
県
が

見
て
い
る
と
こ
ろ
の
連
携
の
悪
さ
で

す
ね
。
都
道
府
県
と
。
そ
の
後
、
厚

労
省
も
今
も
３
，
０
０
０
人
以
上
派

遣
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
を
、Ｉ
Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｔ
と
い
う
保
健
所
に
送
る
人
材
の

プ
ー
ル
を
作
っ
て
、
大
変
な
と
こ
ろ

に
派
遣
を
し
て
、
兵
庫
に
も
派
遣
を

し
た
わ
け
で
す
。
だ
け
ど
も
、
保
健

所
が
こ
ん
な
大
変
に
な
る
と
い
う
の

は
や
っ
ぱ
り
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

橋
本　

あ
と
、
先
ほ
ど
か
ら
尾
身
先

生
の
話
が
出
た
の
で
す
け
ど
、
ど
ん

な
方
で
す
か
。

西
村　

ま
ず
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
の
経
験
が

あ
り
で
す
ね
。
そ
の
と
き
の
ス
タ
ッ

フ
に
押
谷
さ
ん
が
い
た
り
、Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ
、Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
経

験
し
た
数
少
な
い
人
た
ち
の
ス
タ
ッ

フ
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
の
が
大
き

い
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
御
自
身
も
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
経
験
さ
れ

た
、
こ
れ
は
大
き
な
感
染
に
は
そ
れ

ほ
ど
広
が
ら
な
か
っ
た
の
で
す
け
れ

ど
も
。

橋
本　

２
０
０
９
年
で
す
ね
。

西
村　

２
０
０
９
年
の
。
こ
の
と
き

の
政
府
の
当
時
、
民
主
党
政
権
の
座

長
も
務
め
て
お
ら
れ
た
し
、
そ
う
い

う
意
味
で
は
数
少
な
い
経
験
が
あ
る

と
い
う
こ
と
。
私
に
と
っ
て
よ
か
っ

た
の
は
、
行
政
の
こ
と
、
政
治
の
こ

と
も
理
解
を
し
て
く
れ
て
で
す
ね
。

非
常
に
お
互
い
に
お
互
い
の
立
場
を

理
解
し
合
い
な
が
ら
、
６
０
０
日
近

く
で
す
ね
、
ほ
ぼ
毎
日
休
み
の
日
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
り
と
り
し
ま
し

た
。
感
染
症
専
門
家
の
皆
さ
ん
か
ら

の
信
頼
も
厚
い
で
す
し
、
そ
の
意
見

を
集
約
し
て
も
ら
い
な
が
ら
私
も
政

府
内
の
意
見
を
集
約
し
て
、
尾
身
先

生
が
い
て
く
れ
た
お
か
げ
で
私
は
感

染
症
の
皆
さ
ん
と
の
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
た
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。

橋
本　

そ
の
後
、
去
年
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
あ
り
ま
し
た
で
す
ね
。
ど
の
と

き
が
一
番
き
つ
か
っ
た
な
と
い
う
感

想
で
す
か
。

西
村　

い
や
、
も
う
そ
れ
は
も
う

ず
っ
と
こ
の
６
０
０
日
間
近
く
は
毎

晩
、
夜
中
目
が
覚
め
て
と
い
う
の
は

あ
り
ま
し
た
し
、
湿
疹
が
出
る
の
で

す
ね
。
も
う
こ
ん
な
ん
初
め
て
で
す

よ
。

橋
本　

ス
ト
レ
ス
に
よ
る…

…

。

西
村　

ス
ト
レ
ス
。
そ
れ
で
、
国
会

の
中
に
診
療
所
も
あ
っ
て
薬
も
い
ろ

い
ろ
も
ら
う
の
で
す
け
ど
。
も
う
全

然
か
ゆ
み
止
め
効
か
な
く
て
で
す

ね
。
ス
ト
レ
ス
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な

い
よ
と
。
私
自
身
は

心
身
と
も
に
タ
フ
だ

と
い
う
の
は
自
負
し

て
い
ま
し
た
が
、
や
っ

ぱ
り
見
え
な
い
う
ち

に
ス
ト
レ
ス
あ
る
ん

だ
な
と
。

橋
本　

僕
ら
が
記
者

会
見
の
お
顔
を
拝
見

し
て
い
て
ね
。
ち
ょ

う
ど
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ

ベ
ル
の
頃
は
か
な
り

目
が
ち
ょ
っ
と
う
つ

ろ
な
感
じ
が
し
て
い

た
。

西
村　

え
え
、
あ
の
頃
も
き
つ
か
っ

た
で
す
ね
。
最
初
の
緊
急
事
態
か
ら

夏
、
新
宿
繁
華
街
を
抑
え
き
っ
て
、

秋
落
ち
着
い
て
、11
月
、12
月
で
バ
ッ

と
増
え
て
、
年
明
け
の
緊
急
事
態
に

な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
か

ら
春
、
大
阪
で
ア
ル
フ
ァ
株
で
ブ

ワ
ッ
と
増
え
て
自
宅
療
養
で
亡
く

な
っ
た
り
で
す
ね
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
減
っ
た
と
思
っ
た
ら
増
え

る
と
い
う
の
を
繰
り
返
し
ま
し
た
か

ら
、
あ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
、
尾

身
先
生
も
当
初
か
ら
無
観
客
だ
と
い

う
の
を
言
わ
れ
て
、
最
終
的
に
緊
急

事
態
に
な
り
ま
し
た
の
で
無
観
客
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
原
因
の
ク
ラ
ス
タ
ー
は
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
し
、
海
外
か
ら
来
た
人

も
バ
ブ
ル
方
式
で
一
定
の
行
動
範
囲

の
中
で
や
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
で

広
が
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
。
見
つ

か
っ
た
人
は
い
ま
す
が
、
ク
ラ
ス

タ
ー
は
な
い
と
。
で
、
こ
れ
は
尾
身

さ
ん
も
私
も
ず
っ
と
言
っ
て
い
た
の

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
感
動
し
た
か

ら
み
ん
な
で
飲
み
に
行
こ
う
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
バ
ー
と
か
夜
中
ま
で
や
っ

て
い
る
店
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
あ

の
と
き
は
真
面
目
に
や
っ
て
い
る
店

は
８
時
で
閉
め
て
協
力
金
も
そ
の
時

点
で
６
０
０
万
円
ま
で
月
出
す
こ
と

に
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
で
も

居
酒
屋
と
か
ス
ポ
ー
ツ
バ
ー
と
か
夜

中
ま
で
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

て
、な
か
な
か
減
ら
な
い
。
だ
か
ら
。

橋
本　

あ
れ
に
つ
な
が
っ
た
。

（
五
面
に
つ
づ
く
）
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（
四
面
か
ら
）

西
村　

そ
う
そ
う
。
金
融
機
関
に
つ

な
が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
。

橋
本　

金
融
機
関
ね
。
私
、
メ
ー
ル

送
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
批
判
す

る
ん
や
っ
た
ら
代
案
を
出
す
べ
き
だ

と
。

西
村　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
多
く

の
飲
食
店
も
心
配
に
な
ら
れ
た
の

で
、
撤
回
は
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
法
律
違
反
な
の

で
す
か
ら
ね
。
し
か
も
融
資
ま
で
引

上
げ
ろ
と
か
言
う
ん
じ
ゃ
な
く
て
、

や
っ
ぱ
り
法
律
を
守
り
ま
し
ょ
う
ね

と
。
感
染
対
策
や
り
ま
し
ょ
う
ね
と

い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
た
だ
く
ぐ
ら

い
は
で
き
な
い
の
か
な
と
い
う
の

が
。

橋
本　

私
は
全
面
的
に
西
村
さ
ん
支

援
し
ま
す
よ
と
メ
ー
ル
さ
し
上
げ
ま

し
た
。

西
村　

は
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
橋
本
先
生
初
め
、
何
人
か
の

方
か
ら
そ
う
い
っ
た
温
か
い
激
励
の

言
葉
も
い
た
だ
い
た
の
で
。

橋
本　

あ
と
お
伺
い
し
た
い
の
は

ね
。
医
療
側
か
ら
の
話
に
戻
る
の
で

す
け
ど
、
最
初
の
第
１
波
の
と
き
に

マ
ス
ク
と
か
ア
ル
コ
ー
ル
が
足
ら
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
輸
入
し

て
い
た
だ
い
て
。
そ
の
次
に
ね
。
去

年
の
ワ
ク
チ
ン
な
の
で
す
よ
。
ち
ょ

う
ど
７
月
に
入
っ
た
途
端
、
ガ
タ
ッ

と
供
給
が
減
っ
ち
ゃ
っ
て
。
我
々
が

予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
せ
て
も
ら
い
ま

す
っ
て
こ
ち
ら
か
ら
電
話
を
し
ま
し

た
。
そ
の
際
に
河
野
さ
ん
が
２
回
目

と
っ
て
い
る
分
を
、
備
蓄
や
っ
て

お
っ
し
ゃ
っ
た
で
し
ょ
。
あ
れ
で
み

ん
な
も
う
何
、
こ
の
人
は
っ
て
。
河

野
さ
ん
に
対
す
る
批
判
は
医
療
界
で

は
も
の
す
ご
く
強
か
っ
た
で
す
ね
。

１
つ
お
伺
い
し
た
の
は
、
あ
の
と
き

に
ワ
ク
チ
ン
の
担
当
大
臣
を
別
に
何

で
設
け
ら
れ
た
の
で
す
か
。

西
村　

フ
ァ
イ
ザ
ー
と
の
関
係
で
い

う
と
、
そ
の
後
飲
み
薬
も
開
発
を
し

て
、ワ
ク
チ
ン
の
話
も
あ
る
し
、バ
ー

ゲ
ニ
ン
グ
・
パ
ワ
ー
に
な
る
わ
け
で

す
ね
。

　

例
え
話
で
い
う
と
ワ
ク
チ
ン
を
こ

れ
だ
け
く
れ
れ
ば
、
飲
み
薬
の
ほ
う

は
こ
れ
だ
け
日
本
は
買
う
よ
と
か

ね
。そ
う
い
う
交
渉
は
で
き
る
の
で
、

本
当
は
厚
労
大
臣
が
や
っ
た
ほ
う
が

良
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
菅
さ

ん
は
河
野
さ
ん
の
突
破
力
み
た
い
な

と
こ
ろ
を
買
わ
れ
て
や
ら
れ
た
わ
け

で
す
け
れ
ど
も
。

橋
本　

菅
さ
ん
の
一
存
で
決
ま
っ

た
。

西
村　

そ
う
で
す
ね
。
菅
総
理
の
判

断
で
す
ね
。
あ
の
と
き
の
経
験
が

あ
っ
た
か
ら
、
厚
労
省
は
ト
ラ
ウ
マ

の
よ
う
に
な
っ
て
、
去
年
の
年
末
か

ら
今
年
に
か
け
て
８
カ
月
っ
て
い
う

の
を
、
本
当
は
６
カ
月
で
も
良
か
っ

た
の
は
、
ま
た
足
ら
な
く
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
心
配
を
し
て
。

橋
本　

か
え
っ
て
結
果
と
し
て
は
。

西
村　

慎
重
に
な
り
過
ぎ
て
、
そ
の

分
打
つ
の
が
遅
れ
た
分
、
ま
た
感
染

が
１
月
、
２
月
増
え
た
と
い
う
面
は

あ
り
ま
す
ね
。
あ
の
と
き
河
野
さ
ん

は
在
庫
・
備
蓄
が
全
国
あ
る
ん
だ
よ

と
い
う
の
を
ず
っ
と
言
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
で
す
ね
。

橋
本　

で
も
、
１
回
目
し
た
ら
必
ず

２
回
目
す
る
。

西
村　

確
か
に
３
週
間
で
２
回
目
打

た
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
か
ら
、
そ

れ
も
確
保
し
て
い
な
い
と
１
回
目
打

て
な
い
わ
け
で
す
ね
。

橋
本　

我
々
と
し
て
は
も
う
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
の
と
こ
ろ
で
、
い
ろ
い

ろ
足
を
引
っ
張
ら
れ
て
、
そ
の
後
も

去
年
、
12
月
頃
か
ら
い
わ
ゆ
る
無
料

の
検
査
ね
。
チ
ェ
ー
ン
薬
局
で
や
る

と
。
問
題
は
そ
れ
が
始
ま
っ
た
途
端

に
、
こ
の
２
月
頃
で
す
か
ね
。
急
に

検
査
キ
ッ
ト
が
手
に
入
ら
な
く
な
る

ん
で
す
ね
。

西
村　

途
中
か
ら
増
産
は
し
て
余
っ

た
分
は
全
部
国
が
買
い
取
る
と
い
う

こ
と
で
や
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
、
早

く
か
ら
や
っ
て
お
け
ば
良
か
っ
た
で

す
ね
。

橋
本　

そ
う
い
う
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
ど
な
た
が

や
っ
て
い
る
の
か
な
と…

…

。

西
村　

厚
労
省
は
そ
う
い
っ
た
経
験

が
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
今
回
、
こ

れ
に
つ
い
て
も
経
産
省
が
入
っ
て

や
っ
た
の
で
す
ね
。

橋
本　

あ
あ
、
そ
う
な
の
で
す
か
。

西
村　

や
っ
ぱ
り
餅
は
餅
屋
の
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
で
す
ね
。
そ
の
部
分
を

経
産
省
が
協
力
し
て
か
な
り
進
み
ま

し
た
ね
。
そ
れ
と
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に

つ
い
て
は
当
初
か
ら
両
方
の
議
論
が

あ
っ
て
、
尾
身
先
生
た
ち
は
や
っ
ぱ

り
症
状
あ
る
人
優
先
に
や
る
と
。で
、

自
治
医
科
大
の
永
井
先
生
と
か
、ｉ

Ｐ
Ｓ
の
山
中
さ
ん
も
そ
う
だ
っ
た
の

で
す
け
ど
も
、
と
に
か
く
も
う

ち
ょ
っ
と
幅
広
く
や
っ
た
ほ
う
が
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
無
症
状
の
人

も
と
。

橋
本　

や
れ
ば
い
い

ん
で
す
よ
。
数
が
あ

れ
ば
。

西
村　

今
回
の
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
で
私
も
政

府
に
大
分
言
っ
た
の

で
す
け
ど
も
、
無
症

状
の
人
は
た
だ
で

ず
っ
と
や
っ
て
い
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
、
殺
到
し
た

わ
け
で
す
よ
ね
。

橋
本　

結
局
、
そ
こ

で
自
分
で
や
っ
て
陽

性
に
な
っ
た
ら
結
局

医
療
機
関
行
き
な
さ

い
っ
て
こ
と
で
す
よ
。
薬
局
は
届
出

し
ま
せ
ん
。

西
村　

で
、
自
分
は
隔
離
さ
れ
る
の

は
嫌
だ
か
ら
っ
て
行
か
な
い
人
も
出

る
と
。

橋
本　

そ
う
で
す
ね
。
我
々
と
し
て

は
最
初
の
ア
ル
コ
ー
ル
と
か
マ
ス
ク

の
不
足
か
ら
、
そ
れ
か
ら
次
の
ワ
ク

チ
ン
の
不
足
、
今
回
は
検
査
キ
ッ
ト

の
不
足
、
も
う
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

の
と
こ
ろ
を
も
う
ち
ょ
っ
と
し
っ
か

り
し
て
ほ
し
い
な
と
、
こ
れ
は
今
言

わ
れ
て
い
る
経
済
安
全
保
障
に
か
か

わ
る
部
分
だ
と
思
う
の
で
ね
。

西
村　

そ
う
で
す
ね
。

橋
本　

で
、
大
分
時
間
も
来
て
い
る

の
で
、
今
現
在
、
西
村
代
議
士
は
清

和
会
の
事
務
局
長
さ
れ
て
党
の
中
心

に
お
ら
れ
る
現
在
の
こ
の
感
染
状
況

で
す
が
、
確
か
に
検
査
も
大
分
増
え

て
、
う
ち
な
ん
か
若
い
人
が
多
い
の

で
、
ほ
と
ん
ど
軽
症
な
の
で
す
ね
。

今
の
と
こ
ろ
明
石
市
内
で
も
病
床
は

逼
迫
全
く
な
い
し
と
い
う
話
で
、
こ

れ
か
ら
第
７
波
と
い
う
話
に
な
る
け

ど
も
、
増
え
た
ら
ま
た
ま
ん
延
防
止

と
か
い
う
話
も
出
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
党
内
で
そ
こ
ら
辺
の
議
論
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

西
村　

そ
う
で
す
ね
。
政
府
与
党
連

携
し
て
や
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

１
つ
は
今
後
新
た
な
変
異
株
が
出
る

か
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
見
極
め

て
い
ま
す
ね
。

橋
本　

今
、Ｂ
Ａ
・
２
が
。

西
村　

Ｂ
Ａ
・
２
も
そ
ん
な
に
重
症

化
は
し
な
さ
そ
う
で
す
け
ど
、
ま
た

別
の
新
た
な
株
も
言
わ
れ
た
り
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に

軽
症
の
人
が
多
く
て
重
症
化
し
な

い
。
基
礎
疾
患
あ
る
人
と
か
高
齢
者

だ
け
し
っ
か
り
ケ
ア
し
て
お
け
ば
で

す
ね
。
ワ
ク
チ
ン
も
４
回
目
は
そ
ち

ら
だ
け
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

か
、
あ
る
い
は
検
査
体
制
も
頻
繁
に

高
齢
者
施
設
な
ど
で
や
っ
て
い
く
と

か
な
り
抑
え
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
期
待
感
と
、
今
両
に
ら
み
で

す
ね
。
そ
れ
と
飲
み
薬
も
塩
野
義
の

も
の
が
か
な
り
手
軽
に
手
に
入
っ
て

く
れ
ば
で
す
ね
。
こ
れ
は
厳
し
い
措

置
を
や
ら
な
く
と
も
い
け
る
の
か
な

と
い
う
、
ま
だ
両
に
ら
み
の
状
況
で

す
ね
。

橋
本　

状
況
が
ま
だ
流
動
的
で
す
か

ら
、
な
か
な
か
結
論
を
ポ
ン
と
言
え

な
い
で
し
ょ
う
け
ど
、
あ
と
３
カ
月

で
参
議
院
選
挙
で
す
ね
。

西
村　

そ
う
で
す
ね
。
み
ん
な
心
配

し
て
い
る
の
は
、
５
月
の
連
休
で
ま

た
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
で
す
ね
。

そ
こ
で
広
が
る
こ
と
。
そ
う
す
る
と

そ
こ
か
ら
２
週
間
後
、
５
月
の
下
旬

か
ら
６
月
に
か
け
て
増
え
る
と
参
議

院
選
挙
直
前
に
な
り
ま
す
か
ら
、
こ

れ
は
心
配
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
数
が
増
え
て
も
で
す
ね
。
重
症
化

し
な
け
れ
ば
。

橋
本　

そ
う
だ
と
思
う
の
で
す
け

ど
、
医
療
者
の
中
で
も
重
症
者
ば
っ

か
り
見
て
い
る
と
こ
ろ
の
人
は
大
変

や
っ
て
お
っ
し
ゃ
る
け
ど
、
僕
ら
み

た
い
に
若
い
人
を
中
心
に
見
て
い
る

と
ね
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
軽
い

し
、
こ
こ
ま
で
せ
ん
と
あ
か
ん
の
か

な
と
い
う
気
持
ち
は
ず
っ
と
あ
り
ま

す
。

西
村　

そ
う
で
す
ね
。

橋
本　

学
校
な
ん
か
厳
し
い
制
限
さ

れ
て
い
る
か
ら
本
当
に
か
わ
い
そ
う

で
ね
。
こ
ん
な
の
２
年
も
３
年
も
続

け
て
た
ら
本
当
に
よ
く
な
い
。

西
村　

そ
う
で
す
ね
。

橋
本　

若
い
人
の
教
育
と
交
流
の
場

を
全
部
奪
っ
ち
ゃ
っ
て
ま
す
で

し
ょ
。
こ
れ
は
長
期
的
に
問
題
じ
ゃ

な
い
の
か
な
。
特
に
出
生
数
が
ガ

タ
ッ
と
減
っ
ち
ゃ
っ
て
、
こ
れ
は
結

婚
を
さ
れ
る
方
の
数
が
減
っ
た
か
ら

で
、
そ
こ
ら
辺
は
10
年
、
20
年
先
を

見
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
僕
は
思
う

の
で
す
。

西
村　

そ
う
で
す
ね
。
子
供
た
ち
の

学
び
の
保
障
も
そ
う
で
す
し
、
う
ち

の
娘
た
ち
見
て
い
て
も
大
学
入
学
し

た
は
い
い
け
ど
も
、
ず
っ
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
友
達
も
で
き
な
か
っ
た
り
。

海
外
に
留
学
し
よ
う
と
い
う
子
が
行

け
ず
に
結
局
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
で
卒

業
し
た
り
で
す
ね
。
本
来
は
仕
事
を

し
て
い
ろ
い
ろ
な
経
験
積
み
な
が
ら

キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
く
と
い
う
と

こ
ろ
が
で
き
な
か
っ
た
り
。
全
体
で

見
る
と
や
っ
ぱ
り
実
体
験
で
経
験
を

積
ん
で
い
く
部
分
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
ど
う
取
り
戻

し
て
い
く
か
と
い
う
の
は
非
常
に
大

事
な
こ
と
で
す
し
、
欧
米
は
も
う
ほ

ぼ
規
制
を
緩
和
し
て
、
中
国
ぐ
ら
い

で
す
よ
ね
。
今
、
厳
し
く
や
っ
て
い

る
の
は
。
韓
国
も
あ
れ
だ
け
出
て
も

ま
た
緩
和
す
る
と
い
う
方
向
で
す
か

ら
。

（
六
面
に
つ
づ
く
）
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【
尼
崎
市
医
師
連
盟
】

　

尼
崎
市
医
師
会
の
重
要
な
行
事
と

し
て
、
毎
年
７
月
後
半
か
ら
８
月
始

め
に
か
け
て
尼
崎
市
長
へ
の
要
望
書

を
提
出
し
て
い
ま
す
。
会
長
及
び
３

名
の
副
会
長
と
と
も
に
市
長
室
に
赴

き
、
要
望
書
を
提
出
し
た
う
え
で
、

地
域
医
療
の
充
実
や
連
携
体
制
の
構

築
な
ど
に
つ
い
て
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

懇
談
し
、
市
政
と
の
よ
い
関
係
は
築

け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
、
市
民
病
院
を
持
た
な

い
尼
崎
市
に
と
っ
て
、
保
健
所
と
医

師
会
が
協
力
体
制
を
取
れ
た
こ
と

は
、
ひ
と
え
に
今
ま
で
の
良
好
な
関

係
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
要
望
書
に
関
し
て
は
尼

崎
市
医
師
連
盟
推
薦
の
市
議
会
議
員

と
も
懇
談
会
を
持
ち
、
市
議
会
と
の

協
力
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
尼
崎
市
長
選
挙
の

年
で
も
あ
り
、
尼
崎
市
医
師
連
盟
と

し
て
も
、
次
期
市
長
と
の
協
力
関
係

が
維
持
で
き
る
よ
う
応
援
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
は
参
議
院
選
挙
の
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。公
示
前
で
し
た
が
、

兵
庫
選
挙
区
の
立
候
補
予
定
者
で
あ

る
自
民
党
現
職
閣
僚
で
あ
る
末
松
信

介
氏
と
公
明
党
現
職
の
伊
藤
た
か
え

氏
の
応
援
の
た
め
に
選
挙
事
務
所
に

出
向
き
ま
し
た
。
檄
文
と
推
薦
料
を

手
渡
し
し
、
尼
崎
市
医
師
連
盟
と
し

て
精
一
杯
応
援
す
る
こ
と
を
お
伝
え

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
７
月
５
日
に

は
日
本
医
師
会
組
織
内
候
補
と
し
て

立
候
補
さ
れ
た
自
見
は
な
こ
氏
の
選

挙
カ
ー
が
兵
庫
県
に
来
ら
れ
、
朝
の

９
時
の
阪
急
塚
口
駅
で
の
応
援
演
説

を
皮
切
り
と
し
西
へ
向
か
っ
て
ス

タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
尼
崎
市

医
師
連
盟
と
し
て
精
一
杯
の
応
援
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
尼
崎
市

医
師
連
盟
推
薦
市
議
会
議
員
で
あ
る

岸
田
光
広
氏
、
兵
庫
県
議
会
議
員
で

あ
る
黒
川
治
氏
、
参
議
院
議
員
で
あ

る
加
田
裕
之
氏
が
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
り
、
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
で
雨
の

降
る
中
を
熱
の
こ
も
っ
た
応
援
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
末
松
信
介
氏
、

伊
藤
た
か
え
氏
、
自
見
は
な
こ
氏
の

ご
当
選
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

尼
崎
市
医
師
連
盟　

委
員
長

杉
原
加
壽
子

　

令
和
４
年
３
月
18
日
（
金
）
午
後

２
時
か
ら
県
庁
３
号
館
６
階
の
第
５

委
員
会
室
に
お
い
て
、
令
和
３
年
７

月
８
日
に
県
医
師
会
か
ら
出
さ
れ
た

令
和
４
年
度
県
予
算
編
成
に
対
す
る

要
望
の
回
答
と
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

自
民
党
県
議
団
か
ら
は
、
石
川
憲

幸
（
丹
波
市
）、大
谷
か
ん
す
け
（
尼

崎
市
）、
風
早
い
さ
お
（
宝
塚
市
）、

門
間
雄
司（
豊
岡
市
）、北
川
泰
寿（
西

宮
市
）、
北
野
実
（
姫
路
市
）、
黒
川

治
（
尼
崎
市
）、
五
島
壮
一
郎
（
姫

路
市
）、
関
口
正
人
（
三
田
市
）、
橘

秀
太
郎
（
美
方
郡
）、浜
田
知
昭
（
洲

本
市
）、
福
島
茂
利
（
兵
庫
区
）、
藤

原
昭
二
（
小
野
市
）、松
井
重
樹
（
た

つ
の
市
・
揖
保
郡
）
の
総
勢
１
７
名
、

県
医
師
連
盟
か
ら
は
、
松
本
卓
委
員

（
五
面
か
ら
）

橋
本　

今
は
第
６
波
で
致
死
率
だ
け

見
た
ら
、
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
変
わ
ら
な
い
ぐ
ら
い
ま
で
な
り

つ
つ
人
口
割
の
死
亡
者
の
率
で
見
た

ら
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
や
欧
米
に
比

べ
る
と
一
桁
少
な
い
。

西
村　

圧
倒
的
に
少
な
い
で
す
ね
。

橋
本　

少
な
い
の
で
す
よ
。
そ
れ
見

た
ら
日
本
の
対
策
っ
て
す
ご
い
成
功

し
て
い
る
と
思
う
の
で
す
け
ど
、
医

療
側
も
必
要
な
人
の
受
入
れ
に
関
し

て
、
欧
米
と
ほ
と
ん
ど
引
け
を
と
っ

て
い
な
い
の
に
メ
デ
ィ
ア
が
物
す
ご

く
厳
し
く
バ
ッ
シ
ン
グ
し
ま
す
よ

ね
。

西
村　

そ
う
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
医

療
体
制
、
医
師
会
の
皆
さ
ん
方
も
献

身
的
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
で
す

ね
。
そ
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
死
者

の
数
を
少
な
く
で
き
て
い
ま
す
か

ら
、
国
際
比
較
は
正
当
に
や
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
し
。

橋
本　

思
い
ま
す
ね
。

西
村　

一
言
、医
師
会
の
皆
さ
ん
に
、

こ
れ
は
感
謝
し
か
な
い
の
で
す
け
れ

ど
も
、
感
染
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら

マ
ス
ク
も
消
毒
液
も
ガ
ウ
ン
も
な
い

中
で
も
献
身
的
に
治
療
に
当
た
ら
れ

ま
し
た
し
、発
熱
外
来
も
受
け
ら
れ
、

あ
る
い
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
休
日
返

上
で
や
ら
れ
、
さ
ら
に
は
小
さ
な
病

院
で
も
何
人
か
受
入
れ
ら
れ
る
と
こ

ろ
も
あ
る
し
、
看
護
師
さ
ん
を
派
遣

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
、
あ
る
い
は

自
宅
療
養
の
方
を
診
察
さ
れ
て
い
る

方
も
あ
る
、
様
々
な
形
で
や
れ
る
と

こ
ろ
を
対
応
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を

本
当
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
や
っ
ぱ
り
医
師
会
の
皆
さ
ん

の
御
尽
力
あ
っ
た
か
ら
だ
と
。
引
き

続
き
、
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

長
、
橋
本
寛
常
任
執
行
委
員
、
大
門

執
行
委
員
、
事
務
局
１
名
が
出
席
し

た
。

　

開
会
に
あ
た
り
大
前
は
る
よ
自
民

党
県
議
団
健
康
福
祉
部
会
長
、
松
本

卓
兵
庫
県
医
師
連
盟
委
員
長
か
ら
挨

拶
を
頂
き
、
続
い
て
県
医
師
会
か
ら

の
要
望
（
１
事
項
）
に
対
す
る
回
答
、

懇
談
が
行
わ
れ
た
。

新
生
児
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル
ス

感
染
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

導
入
に
つ
い
て
回
答

　

厚
生
労
働
科
学
研
究
と
し
て
「
先

天
性
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
の
妊
婦
教
育
の
効
果

の
検
討
、
等
」
が
平
成
25
年
に
公
表

さ
れ
て
以
来
、そ
の
後
の
研
究
成
果
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
な
る
対
策

に
も
注
目
し
て
お
り
、
今
後
、
費
用

対
効
果
や
各
種
法
令
等
へ
の
適
用
も

含
め
、
研
究
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

末松信介事務所伊藤たかえ事務所

大前はるよ自民党県議団健康福祉部会長

松本委員長、橋本常任執行委員、大門執行委員

自
民
党
兵
庫
県
連

自
民
党
兵
庫
県
連

　

各
種
友
好
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友
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団
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政
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要
望
に
係
る
意
見
交
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政
策
要
望
に
係
る
意
見
交
換
会

自
民
党
兵
庫
県
連

　

各
種
友
好
団
体
と
の

　
　

政
策
要
望
に
係
る
意
見
交
換
会

自見はなこ応援演説（塚口駅前）

医師連盟の主張や意見の広場、郡市区医師
連盟の活動などを掲載し、随時内容を更新
しています。

兵庫県医師連盟 検 索

兵庫県医師連盟
ホ ー ム ペ ー ジ

http://www.hyogo-ishirenmei.jp


